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会社・事業所名（フリガナ）カブシキガイシャ　トヨタジドウショッキ 発表者名（フリガナ）オオハシ　ショウマ

株式会社　豊田自動織機 大橋　昌真

　　　　サ　ー　ク　ル　名　（ フリガナ ）

（ ）

2020年1 月

6 名 内　・ 外・ 両方

34歳（ 最高　　63歳、最低　　19歳 ） 4 回

 本テーマで　6　件目  社外発表　2　件目 1 時間

2023年　　4月　～　　2023年　　9月 23 回

ＰＥ部　動力室　動力保全課 勤続 15 年発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

予備品運用管理によるＭＴＴＲ短縮

テツコノヘヤ　フタタビテツコの部屋　ふたたび　サークル

本テーマの活動 期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 69-972 サ ー ク ル 結 成 年 月

豊田自動織機は愛知県刈谷市に本社を置き、

国内10工場1事業所にて繊維機械、産業車両、

自動車などを生産しているトヨタグループの源流企業となります。

私の所属するPE部は本社機能に属しており動力保全課は

現在9名で担当業務は内製保全や設備診断、

デジタル技術の推進などを行っています。

2023年4月に新たに仲間が加わり、

ベテラン1名、中堅3名、若手2名となりバランスが良く、

発言しやすいサークルとなっています。

サークルの個人レベルはこのようになっており

サークルのレベルは現在BランクでAランクを目標に

日々活動をしています。

また新人の渡邊を育成ターゲットとし

設備知識とQC手法、積極性の向上を目指しました。

私たちのサークルはサークルビジョンを掲げて、

4ヵ年計画で活動しています。

自己研鑽に励むメンバーを見て、私も挑戦してみようと

思うようになり、まずはテーマリーダーに立候補！

自分の弱点を分析し、レベルアップしていくことを決意。
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方針とのつながり

部方針の“未然故障防止活動の更なる強化”にて、MTTR目

標値13Hが掲げられています。

しかし、MTTR短縮は過去何度も挑戦し改善できていません。

MTTRの内訳を確認すると部品待ちと部品捜索で

60%を占めていることが分かりました。

テーマを予備品運用管理によるMTTR短縮としました。

MTTRとは設備が故障してから原因調査・故障部品捜索調

達・修理し起動するまでの時間のことを指します。

QCストーリーの選定

今回は今までに何度も活動を行って来ましたが、

MTTRを短縮出来ていない為、QCスト－リーの判定表を

使い課題達成型で進めることにしました。

またここで出てきた4つの型についても教育を行いました。

攻め所の明確化 ありたい姿の設定

ありたい姿を明確化しました。

予備品運用フローはまず予備品を購入し予備品保管、設

備故障、調査、予備品入手、修理、設備起動そして使った、

予備品を購入するサイクルで回っています。

部品待ちと部品捜索工数にかかわるフェーズにてありたい姿

と現在の姿からギャップを出しました。

ギャップに対し攻め所の候補を出し、費用、期待効果、

実現性で評価を実施しました。

ギャップ1予備品が不足に対しては必要最低限の部品を準備

ギャップ2保管状態が悪いに対しては箱による保管

ギャップ3ルールがないに対してはルール化を採用としました。

なおタグチェックマンとは予備品にあらかじめタグをつけておき、

それを読み取ることで予備品の有無が確認できるものになります。

東浦工場は全拠点の中心で津波、洪水などの

ハザードも問題ないことを確認しています。

目標の設置

MTTR29時間を2023年5月1日から2023年8月31日までに

13hに

目標の根拠は部方針の目標値から参照、部品待ち2.5ｈ、部

品捜索工数0.5ｈを除いた削減可能時間の為

活動計画

今回は新配属者がいるため、各担当は

教え込みをしながら実施しました。

業務負荷の少ない月で対策を進めることが出来た為、

計画通り完了出来ています。



方策の立案

各攻め所に対し方策案を出し、費用・効果・実現性で

評価実施し、最も高い方策案を採用

予備品種類では予備品評価基準制定、

保管方法では密閉箱+除湿剤による保管、

ルールでは部内規定制定を採用しました。

成功シナリオの追求

成功シナリオの追求案を出し、費用・効果・実現性で評価、

12点以上を採用した結果

予備品評価基準選定では有識者を集めて合議、独自評価

を、密閉箱+除湿剤による保管では個別に保管を、部内規

定制定では規定作成し審議依頼を採用としました。

採用された追求案に対し全員でワイガヤを行い予想される

障害とその除去方法を検討しました

会合を重ねるごとに若手の積極性も向上し、

担当決めでは自ら立候補してくれるようになりました

成功シナリオ① 独自評価

独自評価表を作成、FMEA、生産影響時間、納入リードタイ

ム、予防保全・外部対応の部品に特化した項目で評価。

各部品順に評価を行ったところ問題が発生！

過去に発生した長時間設備停止部品が当てはまらない結果

になってしまいました。

評価を見直すもうまくいかず、活動停滞の危機！

どうすればいいのか悩んでいたところベテランメンバーから

こんなアドバイスが 「こんな時こそ現場の意見を聞くのだ」

アドバイスを頼りに組長、工長を集めて有識者会議を開催。

有識者からは設置台数やメーカーが工場ごとに違う、生産影

響度合いが違うなどの意見をいただき、各工場の設置環境の

違いで適正に判定できていないことが分かりました。

そこで工場動力側にも協力していただき2次評価である、

各工場の設置環境別評価を行っていきました。

1次評価と2次評価にしたことにより過去の長時間設備停止

部品もカバーすることができた。

成功シナリオ② 密閉箱の選定 ③ 乾燥剤の選定

まず密閉容器と乾燥剤をそれぞれ選定しました。

密閉容器にはコンテナと棚を乾燥剤には使い捨て型と

繰り返し使用可能型を選定し、どの組み合わせが一番効果が

出るのか実際に検証してみました。

目標湿度を30%以下とし検証した結果№①のコンテナと使い

捨て乾燥剤が目標値以下を維持できたため採用としました。

成功シナリオ④ 規定作成し審議依頼

予備品管理要領をPE部 部内規定に落とし込み、

各動力へ展開、決められたルールに則り予備品を

活用できるようになりました。



効果の確認

2023年5月から9月までは生産影響による故障がない為実

績なし。

2022年度の故障実績にて効果の確認をすると17hの

工数低減見込みのため、目標を達成することができました。

推移グラフ

シナリオ①、④により手待ち時間を12.5h短縮、シナリオ②、

③により部品捜索を4.5h短縮することが出来た為、MTTR

を13h以内にすることができました。

また、手待ちの時間も削減できたため、

費用低減にも繋がりました。

育成ターゲットである渡辺も目標までレベルアップすることがで

きました。

活動後のサークルレベル

活動後の個人レベルは各々がレベルアップし

このようになっています。

サークルレベルは目標であるAランクまで届かなかったものの質

の高いBランクへ向上しました。

新人のレベルアップを見て、私もさらにレベルアップしていこうと

前向きな気持ちになりました。

標準化と管理の定着

標準化で予備品管理のしくみ図を作成と予備品HPの作成。

管理では予備品台帳を作成。

維持で予備品の運用履歴、しくみ図,HPの定期見直しを実

施しました。

反省と今後の進め方

各ステップごとに良かった点、悪かった点、

今後の進め方を出しました。

良かった点は部方針に貢献することができたのと

課題達成型ストーリーで課題をクリアできたので

改善の視野を広げることができました。

悪かった点は現状把握を過去データのみで完了してしまった

ので今後は5元主義に則って現状把握を行っていきます。

最後に上司やアドバイザーから感謝の言葉や今後への期待

をいただき、次へ進む意欲が湧いてきました。

これからもQCへの熱意を持ち続け、根気強く努力を積み重

ねていきます。


